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会 議 録 
 

会議の名称 

 

 

第６期 １月期 小金井市地域自立支援協議会 合同部会 

 

 

事務局 

 

福祉保健部 自立生活支援課、小金井市障害者地域自立生活支援センター 

 

 

開催日時 

 

平成３１年１月１５日（火） 午後６時３０分から午後７時００分 

 

 

開催場所 

 

小金井市 前原暫定会議室 Ａ会議室 

 

 

出席者 

 

 

 

【委員】 

髙橋 智委員（会長）、矢野 典嗣委員（副会長）、佐藤 宮子委員 

赤濱 高之委員、久野 敏子委員、吉岡 博之委員、小松 淳委員 

福原 昌代委員、川久保 敦子委員、小幡 美穂委員、平田 勇治委員 

瀬戸口 弘一委員、三笠 俊彦委員、畑 佐枝子委員、加藤 了教委員 

田中 麻子委員、宮井 敏晴委員、緒方 澄子委員、室岡 利明委員 

 

【事務局】 

自立生活支援課長 

自立生活支援課障害福祉係長 

自立生活支援課相談支援係長 

自立生活支援課障害福祉係主査 

自立生活支援課障害福祉係主査 

自立生活支援課障害福祉係主任 

小金井市障害者地域自立生活支援センター 

 

 

会議内容 

 

 

第６期 １月期 小金井市地域自立支援協議会 合同部会のとおり 
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第６期 １月期 小金井市地域自立支援協議会 合同部会 会議録 

 

（会長） 

ただいまから自立支援協議会の合同部会を開催いたします。 

最初に各部会からの報告になります。今日は生活支援部会と生涯発達支援部

会合同でした。 

 

１ 部会からの報告 

⑴ 相談支援会 

本日は、生活支援拠点の事業の議論をさせていただいておりまして、１月２

８日に国が、市町村向けの説明会を開く状況になっておりまして、そこでグル

ープ討議があるということなので、それに対する疑問点や現状という所の落し

込みをさせていただいております。 

それに伴いまして、先般１１月に話した内容においてのイメージ図というも

のを、まだ皆さんに出せるという段階ではないですが、それをたたき台として

作らせて頂きました。 

もう少し固まりましたらお出ししますが、その辺に関しての部分を議論させ

て頂きました。唯一私どもで決まっているのは、拠点が面的かというところで

は、既存の事業所さんを使った面的整備、というところの進め方をさせていた

だくというところが決まっているところでございます。 

 

⑵ 生涯発達支援部会 

本日の部会は、生活支援部会との合同開催ということで、条例のパンフレッ

ト、リーフレットについて市民の方から意見を聞く機会ということで意見交換

会を開催いたしました。 

実際に、本日初めて一般の皆様見て頂いて、その場でご意見いただくのも大

変でしたが、たくさんご意見をいただきました。 

実際にレイアウト的なところもありますが、やはりわかりづらいところと、

あとはリーフレットの方にメールアドレスは入ってないとか、ワーキングチー

ムの方でも検討して改良していきたいと思っています。 

引き続き２１日の月曜日に同じく、意見交換会を開催しますので、そちらで

も意見を聞きながら、ちょっと改良していけたらと思っています。 

 

（会長） 

実は、教育委員会も、独自に子ども向けのリーフレットを作っていて、かなり

内容的に重なる部分もあるので後でまた発言をお願いしたいと思いますが、同
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時並行なので、調整が必要だと思います。 

後で平田委員さん、その辺の状況をご紹介いただこうと思いますのでお願い

いたします。 

 

⑶ 社会参加・就労支援部会 

本日は就労支援部会では就労支援者連絡会というのをエンジョイワークこ

ころの主催で、萌え木ホールでありましたのでそちらに参加をしてまいりまし

た。 

本日のテーマは、障害者の働くということを考えまして、それをテーマに、

参加者による意見交換会という、五つのテーブルに分かれて、それぞれ障害を

持った方が働く場所ってどういうところかなあというようなところでいろい

ろ意見を出し合いました。 

その中で共通しているところっていうのは、その地域で自転車での通勤距離

っていうのが地域に根ざした就労っていう形では本人の継続した関係にも繋

がっていくのと、個々に合わせた、就労時間の工夫とか、すぐに相談ができる

という体制等ですね。 

就労継続Ｂ型に通いながら、勤められるという併用ですとか、そういうこと

ができれば、徐々に働く場所に慣れていくのではという意見が出ました。 

また、３月の専門部会で１年の振り返りと、来年度のテーマについて協議す

る予定でございます。 

 

⑷ 生活支援部会 

今日は合同で意見交換会に参加させていただきました。 

本当はちょっと部会での協議事項もありましたが、宿題ということで、今年

度の活動の総括は、次回はやりたいので、アンケート形式で、テーマや活動内

容何が成果になったかを少し皆さんに書いていただいて、次回意見をして後期

のまとめをする作業に進みたいと思っています。 

 

２ 報告事項 

（自立生活支援課長） 

まず、先月行われた市議会での内容についてご報告させていただきます。 

こちら自立支援協議会でもご報告させていただきてきましたが、小金井市の

難病者福祉手当条例の一部を改正する条例の方が先月の市議会の方で可決され

ました。 

そのときに市議会議員から、いろいろご意見いただきましてその中で、生活の

実態、ニーズの把握することが必要だというご意見をいただきましたので、こち
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らの担当といたしましても、難病手当支給された方に、もちろん説明会を行いま

すが、併せて難病者の方に対する福祉施策に対するニーズ調査というアンケー

トをとらせていただく方向で考えておりまして、内容については検討中でござ

いまして、まず難病医療の関係の特定医療費受給者証を所持している方を含め

て、生活上の悩みや不安について等、市において重点的に取り組んでもらいたい

こととの内容についてアンケート項目は検討しているところなんですが、そう

いった部分で、今難病に罹患されている方についてのお声を反映させていただ

くということで調査させていただく予定をしております。今後のこちらの事業

ということで報告させていただきました。 

あともう一点、地域生活支援事業の移動支援、いわゆるガイドヘルパーの関係

が市の規定と実態が違っていた関係で、これにつきましてもまだ引き続き、契約

関係または実態等も含めて、内部で精査している状況でございますので、今しば

らくお待ちいただきたいという方向で議会に報告させていただきました。 

また、しかるべき時期に行きましたら議会に報告させていただきたいと思っ

ております。 

 

３ その他 

資料１－１ 共に学び 共に生きる 小金井市をめざして（案）（条例パンフ

レット大人用） 

資料１－２ 同リーフレットの案 

資料２ みんなで支え合うともに生きる東京へ（東京都障害者への理解促進

及び差別解消の推進に関する条例パンフレット） 

資料３ あん福祉会 講演会について 

資料４ あん福祉会 将棋大会について 

資料５ 給与所得の源泉徴収票について 

 

⑴ 条例の大人用のパンフレット案について 

（事務局） 

資料１と資料２についてご説明します。 

資料１は差別解消条例のパンフレットの内容についての資料という形でござ

います。本日、生涯発達支援部会と生活支援部会合同で、パンフレットの意見交

換会をしました。 

資料２は東京都の障害者の理解促進及び差別解消推進委員会設置条例によっ

てパンフレット「みんなで支え合う共に生きる東京へ」というパンフレットにな

ってございます。 
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（会長） 

それでは資料１と２はちょうど前半の意見交換会に関するかかわるところで

ありますので、特に今回パンフレットの作成を担当いただいた小幡委員さん、畑

委員さん佐藤委員さんから関連して発言等ございましたらお願いいたします。 

 

（委員） 

１１月からスタートしました、有志と一般市民を交えたワーキングチームを

作って、そしてこのパンフレット、リーフレットも同時で作るように今までこう

やってきました。やっと形になりました。 

事前の資料で配付されてメールで送られたものと少し変わっています。 

そこからまたさらにちょっと変わっているところもあるので、ご覧いただい

て、委員の方からも、ここはどうなんだろうというところがあったら、ぜひお聞

かせいただきたいと思っています。 

リーフレットは、パンフレットから抜粋という形で載せています。 

ちょっとどこがどこっていうことを言うとちょっと時間がかかってしまうの

で、詳しいことは申しませんが、パンフレットからの抜粋になっています。 

いろんな意見をたくさんいただきました。 

このあと２１日もいただくことになると思いますが、わかりやすいパンフレ

ットを作るのはとても難しいなというところであります。 

詳しく書いてしまうと、かえって固定的なイメージを持たれてしまう。 

かといって、あまり書かないと何を伝えているのかわからないっていうこと

もあって、さじ加減がとても難しく、ああでもない、こうでもないと言いながら、

１１月からずっとやってきています。 

それでパンフレットについて、こちらのパンフレットのイラストですが、イラ

ストについてはまだ確定したものではございません。 

こちらのイラストはまたこれからちゃんとしたものが入っていきますので、

この通りではないイメージイラストが入っています。そこのところだけは、お伝

えしていきたいと思います。 

 

（委員） 

ずいぶん削ったつもりですが、まだ字が多いと思います。もっとわかりやすく

というあたりが、今の時点でそんなことを言っているのも変ですが、ご意見はど

ういう形で、言い回し等は、事務局に連絡してもらえば良いですかね。よろしく

お願いいたします。 

 

（会長） 
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そのことに関して、発言等ございましたら、お願いします。 

ところで「ともっち」の使用権は問題ないですか。 

 

（委員） 

このキャラクターは私たちで考えましたが、他の例えば同じようなキャラク

ターがいて、いやこれ似ているでしょって言われてしまうと、どうかなっていう

ところはまだ確定はしていないので、今の時点ではちょっとまだ待っていただ

いて。実際にこれで大丈夫ですってなったら、嬉しいです。 

 

（会長） 

どの範囲までで使っているのかっていうところを決めてもらわないと。 

例えば、これは自立支援協議会のキャラクターだよとか。市ではこう使ってい

いとか、著作権については、どうでしょう。 

 

（委員） 

はい、すいません私も著作権とかに疎いので、その辺は確認して、改めてこの

範囲でお願いしたいと思いますということは次回お伝えできたらと思います。 

 

（会長） 

あと、先ほどもう少し情報提供しましたが、教育委員会でも同時並行で子ども

向けのパンフレットを作っているので、その状況について平田先生少しご紹介

ください。 

 

（平田委員） 

教育委員会で作成している子ども向けのリーフレットについて、状況を報告

したいと思います。 

教育委員会では、教育長が非常に意欲的に作成を進めているところです。 

教育委員会内だけで全て関係して作るのではなく、教育委員会が色々な人の

意見を入れてというところで、これも本当教育長自ら、いろんな人の意見を聞き

に行ったり、また教育長室にお呼びして、意見を頂いたりとやっております。 

内容は非常に豊かなものになってきているというふうに思っております。 

また、障害者週間のシンポジウムのときの意見、講演の時のお話も踏まえたコ

ラムを入れたり、非常に読むところはたくさん増えてきたという紙面です。 

ページ数も非常に増えていますので前半の意見交換会のことを踏まえますと、

文字数が非常に多いというのが現状でございます。これでもかと言うくらい文

字数なので、これ子ども用としてどうだろうかというところです。 
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また、小幡委員の方からもお話ありましたが、詳しく説明したり、解説してい

くとまたそれは固定的なイメージに繋がってしまって、何か相手と私は違うみ

たいな感じになってしまってちょっと本末転倒になってしまうのかと、この部

分はもう一度見直し必要があるかなと思います。ちょっと教育長の方に報告し

ようと思っているとこです。 

また前半の意見の中で改訂についての意見がございました。 

子ども用のリーフレットの方は裏の裏面に「ここを直してほしい、よく分から

ないなどのご意見、ご要望がありましたらご連絡ください。絶えず改善を心がけ

ていきたいと考えております。」こういった文章も入れて改善するという意欲は

表明だけはしています。 

ただ、予算がついていつ改善するかは未来の話で、お約束するものではないこ

とがどうかとは思いますが、変えていくと言う意思表明はしているというのが

現状でございます。 

こっちのパンフレットはそういえばないなっていうのを、先ほどちょっと思

っていたところでございます。とりあえず途中経過の報告ということです。 

 

（会長） 

私も一度、教育長と話をしました。子ども向けの方は、副読本なので、学習教

材で使えることなので、かなりこのボリューミーな形を目指していると、こちら

の方は、少しそうじゃなくてもう少しご理解いただいて、両者とも同じ小金井市

で出すのだから多分、理念的なところでずれてはないと思いますが、一度作成担

当者同士で協議したら良いのでは思います。その辺は事務局等含めていかがで

しょうか。 

 

（事務局） 

どこまで話していいかどうかが悩ましいところではありましたが、実は小幡

委員中心に作って頂いて、一般向けパンフレットリーフレットとそれから教育

委員会、教育長を中心に作っている子ども向けパンフレットにつきましては、小

幡委員と教育長で連携とって話をしていこうということになっておりますので

そのようにしたいというふうに思っております。 

 

（会長） 

せっかくの機会なので、本当に良いものにね、できていければなと思いました。 

意見交換会は来週、あともう１回あるんですよね。 

ぜひ今日ご参加いただけなかった委員さんもちょっと昼間で難しいかもしれ

ないんだけども、やっぱりそのいろんな意見が出されて良くなりましたので、奮
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ってまたご参加いただければなと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

⑵ 自立支援協議会の後援名義使用について 

（事務局） 

続きまして資料の３と４について一括して説明をさせていただきます。 

この資料は、あん福祉会が本年２月に開催予定の武蔵野中央病院の牧野先生

の講演会と将棋大会のチラシになります。 

主催者のあん福祉会よりこの二つの行事において小金井市地域自立の支援協

議会の後援名義使用をお願いしたいとの申し出がありました。 

実際にチラシの方の下の方にもすでに入っている状態ですが、後援小金井市

地域自立支援協議会という形で入れさせて欲しいとのことです。 

この行事の内容等に特段問題がないようでしたら、この報告をもって承認と

させていただきたいと思います。 

なお同時に小金井市の後援名義使用についても申請がありまして、こちらは

すでに承認となっています。 

 

（会長） 

特に問題がなければ、承認ということで認めていただきたいと思いますが、よ

ろしいですか。お願いいたします。 

 

⑶ 法定調書について 

（事務局） 

それではで資料５です。 

法定調書ということで源泉徴収事務に必要になるために皆様にお渡しさせて

いただきました。 

前年度にもいただいている方もいますが、新しく委員になられた方は住所、氏

名、生年月日、マイナンバーとのご記入いただいて事務局までいただきたいとお

もいます。 

また細かいところについてはご質問あれば会議の後に、私の方に来ていただ

ければというふうに思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

４ 次回の開催日程等 

（事務局） 

次回は、平成３１年２月１２日の火曜日１７時からということで、本日と同じ、

前原暫定Ａ会議室で開催いたします。よろしくお願いいたします。 

 



8 

 

（会長） 

それでは、また次来週の意見交換会、よろしくお願いいたします。 

これで終了します。どうもありがとうございました。 


